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ス（Net  Zero  Energy House 以下 ZEH とする）の計画を行い，実際に建設し検証を
行っている．  
 
本論文は 7 章で構成されている．審査の要旨は以下の通りである．  
 
第 1 章では，本研究の目的を述べるとともに，背景および既往の研究について
概観している．   
 







価値ある成果と認められる．   
 













































較した結果，  ZEH 達成率（基準値）は 106%となった．建築計画の有用性を実証
できたことから，価値ある成果として認められる．  
 








と認める．   
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